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YOKOGAWAグループでは環境保全にかかわる各種法律に対して独自の基準を設けるなど、
積極的に対応しており、2001年4月に施行された「PRTR法」についても対象物質の使用量
削減を強力に展開しています。また、工場の土壌や地下水の汚染状況についても調査し、社内
処理基準を設け処理対策を実施しています。

法の遵守4

1． サイト別の環境データ
YOKOGAWAグループでは大気汚染防止法や水質汚濁防止法

及び条例・協定に対して独自の自主基準値を定め、規制値を管理

しています。以下の表は大気と水質に関する特定施設をもつ国内各

サイトを対象とした管理実績データです。

項目�

シアン�

六価クロム�

銅化合物�

フッ素化合物�

トリクロロエチレン�

テトラクロロエチレン�

pH�

BOD�

SS （浮遊物質）�

ノルマルヘキサン�

抽出油�

実績（最大）�

不検出�

不検出�

0.03�

0.56�

不検出�

不検出�

6.2～7.3�

82�

85�

不検出�

28

規制値�

1�

0.5�

3�

15�

0.3�

0.1�

5.8～8.6�

300�

300�

5�

30

■水質（都条例）�

物質�

NOx（ppm）�

�

ばいじん（g/Nm3）�

�

塩化水素（ppm）�

硫酸（mg/Nm3）�

トリクロロエチレン（ppm）�

テトラクロロエチレン（ppm）�

設備�

冷温水発生機�

ガスエンジン�

冷温水発生機�

ガスエンジン�

スクラバー�

スクラバー�

洗浄機�

洗浄機�

規制値�

150�

600�

0.03�

0.04�

25�

1�

100�

100

実績（最大）�

79�

234�

0.0004�

0.0004�

不検出�

不検出�

28�

20

■大気（都条例）�

横河電機　本社工場　●所在地／東京都武蔵野市中町2-9-32（準工業地）�

物質�

NOx（ppm）�

ばいじん（g/Nm3）�

設備�

冷温水発生機�

冷温水発生機�

規制値�

150�

0.1

実績（最大）�

77�

0.002

■大気（県条例）�

横河電機　甲府事業所　●所在地／山梨県甲府市高室町155（国母工業団地内）�

項目�

シアン�

六価クロム�

銅化合物�

フッ素化合物�

全クロム化合物�

トリクロロエチレン（県条例）�

ジクロロメタン（県条例）�

pH

実績（最大）�

0.15＊�

不検出�

0.11�

0.6�

不検出�

不検出�

不検出�

7.0～8.5

規制値�

0.1�

0.05�

1�

1�

0.5�

0.3�

0.2�

5～9

■水質（市下水道条例）�

単位： pH以外（mg/リットル）�

単位： pH以外（mg/リットル）�

（鉱物油）�

（動植物油）�

＊8月、表面処理ラインで一時的な水洗不足が原因で微量のシアンが混入し、規制値を超えたシアン化合
物が下水道排水ピットから検出されました。直ちに、水洗不足の解消と各工程の液更新周期の改善を
徹底しました。その後の測定結果は、自主基準値（0.05）内にあります。�
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物質�

ＮＯｘ（ppm）�

ばいじん（g/Nm3）�

設備�

ボイラー�

ボイラー�

規制値�

180 �

0.3 

実績（最大）�

110�

0.014

■大気（県条例）�

横河エレクトロニクス　原町工場　●所在地／福島県原町市高見町2-24（工業団地）�

物質�

塩化水素（ppm）�

シアン（ppm）�

トリクロロエチレン（ｍg/Nm3）�

トルエン、キシレン（ppm）�

設備�

スクラバー�

スクラバー�

洗浄機�

塗装�

規制値�

25�

10�

500�

200

実績（最大）�

4�

2�

210�

58

■大気（市との公害防止協定）�

横河ファインテック　●所在地／東京都あきる野市小峰台1（工業団地）�

■水質（市との公害防止協定）� 単位： pH以外（mg/リットル）�

項目�

シアン�

六価クロム�

銅化合物�

フッ素化合物�

全クロム化合物�

トリクロロエチレン�

pH�

SS （浮遊物質）�

実績（最大）�

0.66�

0.05�

1.7�

2.6�

0.59�

0.003�

6.8～8.2�

14

規制値�

1�

0.5�

3�

15�

2�

0.3�

5.8～8.6�

50

物質�

NOx（ppm）�

ばいじん（g/Nm3）�

設備�

貫流式ボイラー�

貫流式ボイラー�

規制値�

130�

0.18

実績（最大）�

33�

0.0028

■大気（市との公害防止協定）�

横河フローテック　●所在地／三重県久居市庄田町字若林2202-2（工業団地）�

項目�

トリクロロエチレン�

pH�

BOD�

SS（浮遊物質）�

ノルマルヘキサン�

抽出油�

チッ素�

リン�

実績（最大）�

不検出�

6.4～7.8�

4.8�

5�

不検出�

不検出�

25�

2.1

規制値�

0.3�

6～8�

5�

5�

1�

10�

120�

16

■水質（市との公害防止協定）� 単位： pH以外（mg/リットル）�

（鉱物油）�

（動植物油）�
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2． 化学物質管理の取組み（PRTR法）
化学物質は事業活動や家庭生活の中では欠かすことができません

が、一部では環境汚染を引き起こしたり、生態系や人の健康に影響

を及ぼすことがあります。YOKOGAWAグループでは、1998年より

PRTR制度に対応した化学物質管理活動を推進してきました。

2001年4月にPRTR法（特定化学物質の環境への排出量の把握等

及び管理の改善の促進に関する法律）施行を受け、354の法規制

対象物質のなかでYOKOGAWAグループが使用している物質に

ついて、使用量の抑制など環境負荷低減の活動を強力に展開して

います。国内12サイトでPRTR対象物質を使用するサイトは10サイト

です。下の表は、この10サイトの年間使用量を合計したものです。

PRTR法では、各事業所ごとに年間使用量が1トン以上の場合（経過

措置として当初2年間は5トン以上）は排出量、移動量の届出義務が

生じます。

YOKOGAWAグループ（国内）では1事業所単位で1トン以上扱って

いる物質を調べた結果は、鉛およびその化合物、トリクロロエチレン、

トルエン、キシレン、HCFC類、ジクロロメタン、シアン化合物の7物質

でした。これらも、経過措置期間中に極力削減化に努めます。

鉛及びその化合物�

トリクロロエチレン�

トルエン�

キシレン�

HCFC類�

ジクロロメタン�

シアン化合物�

PRTR対象物質名� 国内合計10サイト� （ton）�

13.4�

11.6�

10.6�

10.5�

3.6�

2.9�

1.9

PRTR対象物質の使用量�

3． 環境リスク対策
（１）土壌・地下水汚染防止に関する考え方
環境リスク問題として、工場跡地の土壌汚染・地下水汚染に関心が

集っています。

YOKOGAWAグループではこの問題に対応するため、環境に影響を

及ぼすおそれがある物質の使用履歴、操業履歴等の調査、及び

土壌調査の手順を示した「土壌調査判断基準」を定めています。

この手順に基づく調査の結果、問題があれば、行政当局（所轄自治

体）に報告するとともに、影響を受けた土壌を清浄な状態に戻すこと

としています。

（２） 概況調査結果と対応
過去に揮発性有機化合物や重金属等の使用実績があるすべての

国内生産系工場を対象に「土壌調査判断基準」に従い評価を行い

ました。この結果、本社工場の一部の土壌で重金属の含有量が、

環境庁（当時）が定めた含有量参考値を超過することが判明しま

した。このため、この結果を行政に報告するとともに、「土壌･地下水

汚染に係る調査・対策指針及び運用基準（環境庁水質保全局）」に

基づく対策を施しました。また、同時にモニタリング用井戸を設け、

地下水への影響を測定した結果、地下水汚染は無く近隣住民の

方 に々ご迷惑を掛けていないことが確認されました。

その他の工場ではすべて問題ありませんでした。

（３）本社工場旧工場解体時調査と今後の対応
旧工場解体時に、工場跡地の調査を行った結果、一部の土壌から

土壌環境基準を超える揮発性有機化合物（VOC）、重金属の溶出

値と含有量で、それぞれ土壌の汚染に係る環境基準及び環境庁

（当時）が定めた含有量参考値を超過する値が検出されました。

同時にモニタリング用井戸を設け、地下水への影響を測定した

結果、地下水汚染は発生していないことが確認されました。

このため、この結果を行政に報告するとともに、「土壌･地下水汚染

に係る調査・対策指針及び運用基準（環境庁水質保全局）」及び

横河電機本社の浄化計画に基づき、重金属が環境基準を超過する

土壌は掘削除去後、場外の専用施設にて浄化を行い、また重金属

が含有量参考値を超える土壌については覆土処理、および本社

工場内のコンクリートピットへの封じ込め処理を行いました。揮発性

有機化合物(VOC)については、土壌ガス吸引法による浄化対策を

継続実施中です。浄化対策の実施状況および地下水の継続監視

結果は、今後とも行政に報告してまいります。


